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はじめに 
 

本調査研究報告書は平成 19 年度に発足した「発展途上国における石油産

業の政治経済的分析」研究会の初年度の成果の一部である。 

近年国際石油価格は歴史的高騰を続け、ついには１バレル当たり 100 ドル

を突破した。またロシアやベネズエラなどの産油国で強硬な資源ナショナリ

ズムが台頭するなど、世界の石油産業は1970年代以来の大きな節目を迎え、

再び大きな注目を集めている。石油価格高騰の背景には、中国の旺盛な石油

需要や、サブプライム問題やドル安との関連で議論される「投機商品」とし

ての石油があり、これらの点については石油専門家やエコノミストらが議論

を展開している。一方で、近年の国際石油産業は、各産油国の地域特殊な要

因の影響を以前にも増して強く受けるようになっている。その理由は、1970

年代以降石油産業の主要担い手が欧米メジャーから途上国産油国の国営石油

企業に移ったためである。そのため民間石油企業とは異なる要因が、各国の

石油生産の動向に影響を与えるようになっている。各国の地域研究者が集ま

る本研究会では、世界の石油産業の動向にも影響を与える途上国産油国の各

国・地域特殊の要因を、地域研究的アプローチから比較分析することを目的

としている。地域要因の分析により、石油専門家やエコノミストと補完的な

知見を提供することで、現在の国際石油産業をより多面的に理解する一助と

なればと考えている。 

本研究会では、産油国の石油政策や石油生産に影響を与える要因を比較分

析するにあたり、次の二つの分析軸を設定した。一つは①市場原理（企業）

vs 国家原理（資源ナショナリズム）、もう一つは②中央 vs 地方、である。①

で取り上げるのは、ロシア、ベネズエラ、中国、インドネシアの４カ国、②

で取り上げるのはイラク、ナイジェリア、エクアドルの３カ国である。対象

国は、産油量や埋蔵量など産油国としての重要性ではなく、上記二つの視座

で分析する上で有意な事例であるという観点から選択された。またロシアが

発展途上国であるか、という問題もあるが、世界２位の産油国、最大の石油
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輸出国（共通資料を参照）であるという重要性、石油産業・石油企業に大き

な影響を与える法律や政治的意思決定の制度化度合い、近年の国際石油社会

においてベネズエラと並んで注目されているロシアの資源ナショナリズム、

などを鑑みると、本研究会でロシアを比較対象とすることは有益であると判

断した。 

本書は研究会の初年度の成果として、上記７カ国について石油産業の基礎

的情報、法的枠組み、歴史的発展過程、先行研究で注目される議論、各国独

自の石油産業に関する情報ソースなどを、できるだけ横並びに整理した。ま

た冒頭にはこれらの国々および主要産油国に関する統計情報を掲載した。執

筆者はもとより、これらの国々の石油産業に関心のある読者にとっての有用

なハンドブックとなることが期待されている。研究会 2 年めにあたる平成 20

年度は、これらの基礎情報をベースにして、各国ケースについて上記２つの

視座からの比較分析を深めていきたいと考えている。 

 

 2008 年 3 月 編者 
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資料１　主要産油国の石油生産の推移

1965 1970 1980 1990 2000 2005 2006 2006
シェア

　　　単位 （1000b/d） （1000b/d） （1000b/d） （1000b/d） （1000b/d） （1000b/d） （1000b/d） (%)

世界 31,803 48,061 62,946 65,470 75,033 81,250 81,663 100.0

サウジアラビア 2,219 3,851 10,270 7,105 9,491 11,114 10,859 13.1
ロシア n/a n/a n/a 10,405 6,536 9,552 9,769 12.3
アメリカ 9,014 11,297 10,170 8,914 7,733 6,895 6,871 8.0
イラン 1,908 3,848 1,479 3,270 3,818 4,268 4,343 5.4
中国 227 615 2,119 2,774 3,252 3,627 3,684 4.7
メキシコ 362 487 2,129 2,977 3,450 3,760 3,683 4.7
カナダ 920 1,473 1,764 1,965 2,721 3,041 3,147 3.9
アラブ首長国連邦 282 762 1,745 2,283 2,626 2,751 2,969 3.5
ベネズエラ 3,503 3,754 2228 2244 3239 2937 2,824 3.7
ノルウェー - - 528 1,716 3,346 2,969 2,778 3.3
クウェート 2,371 3,036 1,757 964 2,206 2,643 2,704 3.4
ナイジェリア 274 1,084 2,059 1,870 2,155 2,580 2,460 3.0
アルジェリア 577 1,052 1,139 1,347 1,578 2,016 2,005 2.2
イラク 1,313 1,549 2,658 2,149 2,614 1,833 1,999 2.5
リビア 1,220 3,357 1,862 1,424 1,475 1,751 1,835 2.2
ブラジル 96 167 188 650 1,268 1,715 1,809 2.3
イギリス 2 4 1,663 1,918 2,667 1,809 1,636 2.0
アンゴラ 13 103 150 475 746 1,233 1,409 1.8
インドネシア 486 854 1,577 1,539 1,456 1,129 1,071 1.3
エクアドル 8 4 206 292 409 541 545 0.7

（出所）BP,  BP Statistical Review of World Energy 2007. 同社ホームページ(http:///www.bp.com　より2008年
１月10日閲覧）から抜粋。

（注）網掛けが本書で取り上げる国。アンゴラまでは2006年産油量で上位18位以内の国々。インドネシア、エクア
ドルよりも産油量が多い国（カザフスタン、オマーンなど）が数カ国ある。  
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資料３　世界の主要原油輸出国(2006年)
順位 国 (1,000b/d） (%)

1 ロシア 8,217.0 18.9

2 サウジアラビア 7,029.4 16.2

3 アラブ首長国連邦 2,420.0 5.6

4 イラン 2,377.2 5.5

5 ノルウェー 2,314.1 5.3

6 ナイジェリア 2,248.4 5.2

7 メキシコ 2,047.7 4.7

8 ベネズエラ 1,735.1 4.0

9 クエート 1,723.4 4.0

10 イラク 1,467.8 3.4

エクアドル 411.6 0.9

インドネシア 301.3 0.7

中国 113.7 0.3

世界 43,493.1 100.0

OPEC 23,306.3 53.6

（注）資料１と同じ。

（出所）OPEC, Annual Statistical Bulletin 2006 よ
り抜粋。
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資料４　世界の主要石油消費国(2006年)
順位 国　　名 (1000b/d) シェア(%) 前年度比

世界 83,719 100.0

1 アメリカ 20,589 24.6 -1.3

2 中国 7,445 8.9 6.7

3 日本 5,164 6.2 -3.7

4 ロシア 2,735 3.3 4.2

5 ドイツ 2,622 3.1 0.9

6 インド 2,575 3.1 0.6

7 韓国 2,312 2.8 -0.1

8 カナダ 2,222 2.7 -1.5

9 ブラジル 2,097 2.5 2.2

10 サウジアラビア 2,005 2.4 6.2

11 メキシコ 1,972 2.4 -0.8

12 フランス 1,952 2.3 -0.3

13 イタリア 1,793 2.1 -1.1

14 イギリス 1,781 2.1 -1.0

15 イラン 1,669 2.0 3.7

16 スペイン 1,602 1.9 -0.9

17 台湾 1,120 1.3 0.7

18 オランダ 1,057 1.3 -1.2

19 インドネシア 1,031 1.2 -11.9

20 タイ 926 1.1 0.7

（出所）BP, Statistical Review of World Energy 2007. 同社ホー
ムページ(http:///www.bp.com　より2008年１月10日閲覧）から
抜粋。
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資料５　石油価格の推移（1970～2006)
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（出所）OPEC Annual Statistical Bulletin 2006 , OPECのホームページ
(http://www.opec.org 2007年12月20日閲覧）より筆者作成。

資料６　2007年以降の石油価格の推移（暫定値）
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（出所）ベネズエラ・エネルギー石油省ホームページ
(http://www.menpet.gob.ve)より2007年６月８日、2008年３月５日閲覧。
（注）*最終週の価格。
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